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NMR装置検証PJ活動報告書 

 
１ プロジェクトの趣旨  

検証する NMR 装置は、水道管の外側に取り付けることで、装置から発生した特定の電磁波が水道

水に含まれる水素の核を共鳴させることにより、配管内の赤錆を水分に溶出しない黒錆に変え、赤水

を防止できるとされている。今回の PJ では、過去に行った口径 100 ㎜の配水管での検証実績を踏ま

え、口径 50 ㎜で錆が発生している可能性のある場所を特定し、購入した NMR 装置 2 基を設置して

残塩消費、鉄分量等の分析調査を行い、装置の有効性の確認を行う。 
 
２ PJメンバー 

  リーダー  ：寺井 担当課長（洋光台水道事務所） 
サブリーダー：三上給水係長（洋光台水道事務所） 

メンバー  ：黒子維持係長（洋光台水道事務所） 

石垣給水係長（三ツ境水道事務所） 

海野薫（給水維持課） 

和田亮太（給水維持課） 

   
３ PJで検討した主な事項 

  PJ 会議を 14 回開催し、下記の事項について検討した。 
・口径 50 ㎜の配水管で、赤錆が発生していると考えられる採水が可能な設置候補地を２ケ所選

定する。 
・設置効果の検証の為、NMR 装置上流及び下流で採水する。鉄分量は水質課に依頼し分析して

もらう。 
・NMR 装置設置前後で比較ができる様、可能な限り事前採水を行う（残留塩素と鉄分量を調査

する）。 
・NMR 装置の設置後に長期にわたり採水する（残留塩素と鉄分量を調査する）。 
・勤務時間内で採水する場合に最も適した時間帯について。 
・NMR 設置前後残留塩素と鉄分量を比較し検証を行う。 
・既設管路の更新時に設置した NMR 装置の上流側下流側管路の錆状況の変化を確認する。 
・検証のスケジュールの作成。 
・その他 

口径 50 ㎜管内に内視鏡カメラの挿入が可能性についてメーカーへのヒアリングを行う。 
表－１ PJ 作業スケジュール 
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４ 設置にあたっての検討内容（作業内容） 

（１） 場所の選定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
① 管内面に赤錆が進行していると思われる老朽管路。 
② 赤錆の進行に伴い塩素消費が発生している管路。 
③ 一方向で採水・測定ができる行き止まり管路。 
④ ある程度流速が必要なことから給水装置の取出しが 10戸以上ある管路の場所を選定する（流

速があるほど効がある）。 
⑤ 局工事で撤去した既設管（φ50 ㎜）の錆状況を確認した。その錆状況から S58 年以前の VLGP

管とした。 

口径 50 ㎜の NMR 装置を 2 か所に設置するための条件の設定 

 
① 口径 50 ㎜の VLGP 公設管 
② 昭和 58 年以前、港南区、磯子区、金沢区（洋光台水道事務所管内） 
③ 机上での選定（5～７か所くらい）  
④ 延長 50ｍ以上を目安 
⑤ 10 戸以上の給水装置の取り出しがある 
⑥ 採水可能な施設などが（コンビニ、公民館など）あり、外水栓がある 

マッピングシステムによる検索条件の検討 

 
① 磯子区磯子２丁目 
② 金沢区六浦 
③ 金沢区寺前二丁目 
④ 金沢区洲崎町 
⑤ 金沢区町屋町（Ａ） 
⑥ 金沢区町屋町（Ｂ） 
⑦ 港南区港南中央 

マッピングシステムにより７か所に絞り込み 

 
① NMR 設置が可能な場所か 
② 採水場所が可能な場所か 
③ 交通量など現場状況から安全な場所かなど 

現地調査 

 
④ 金沢区寺前二丁目 （採水場所：共同住宅外水栓 管理会社了解済み 
⑦ 港南区港南中央  （採水場所：公園 土木事務所了解済み） 

２か所に絞り込み 



3 
 

（２）採水する時間帯 

   採水時間帯の選定にあたっては、本来使用

時間の少ない夜間から早朝が望ましい。過去

のＮＭＲの検証による採水は、早朝の 3 時～

5 時の間に行ってきたが、採水が長期間に及

ぶため依頼する人員及び勤務時間外などの関

係から、早朝の採水は厳しい状況にあるため、

昼間の使用水量の少ない時間帯（14 時～16
時）を固定して採水を行うこととした。 

（３）事前採水及び水質調査項目 

  装置設置前の残塩及び鉄分量を把握し、設置

後のデータ比較のための資料とする。できるだけ多くの検体を集める。 
① 1 週間に 1～2 回採水する。 
② 現地での残塩と水温を測定する。 
③ 採水容器に採水し、鉄分がどれだけ含まれているかを水質課に分析依頼する。 
④ 上流と下流で残塩測定し、差分がどれだけあるか比較する。 
⑤ NMR 装置は水道水に接触しないが、安全性を担保するため NMR 装置設置前に厚労省の水

道水質基準の５１項を検査する。 
（４）NMRの設置 

   NMR 装置の設置については、PJ 内で選定した候補地の条件比

較を行い、部内の確認のもと 2 か所を決定した。設置工事は洋光

台水道事務所の漏水修理事業者に依頼した。 
① 金沢区寺前２丁目（共同住宅の供用水栓） 
② 港南区港南中央通（笹下松本公園水栓） 

（５）設置後の検証のための採水 
   NMR 装置設置前と設置後で、残塩消費が少なくなるため残塩

濃度が上がり、黒錆化するため鉄分量が減少する傾向を調査する。

そのため、設置後約 1 年間を継続的な採水による残塩及び鉄分量を調査し、設置前のデータとの

比較を行いながら検証する。採水頻度は、長期間にわたる検証のため 2 回/月程度で行っていく。

また、設置前と同様に設置後においても厚労省の水質基準５１項目の水質検査を行う。 
（６）管内調査カメラ（口径 50 ㎜）の可能性 
   2 社から、ヒアリングを行ったが、現状での小口径での管内調査は厳しい状況であることを確

認した。今後は調査費を予算化した上で調査する必要がある。 
① （株）ジャスコ（音村氏） 
 ・上水道の調査委託は行ったことがない。 
 ・カメラ挿入位置から２～３ｍくらいであれば、内視鏡のファイバースコープで調査可能。 
 ・（株）ジャスコでの内視鏡での委託調査費は、２０万円/日ぐらい。 
 ・今後、ジャスコで別の方法などがあるかなどもう少し調査を行い連絡する。 
② (有)プレテックエンジニアリング（田中氏） 
・高性能カメラであればファイバースコープが良い。市販で２０万～６０万くらい。  
・挿入が問題で、穿孔の大きさなどの制約があるので、サドルの図面などをいただき寸法など

を検討して提案する。 
 ・可能な範囲で、どのような方法でカメラが挿入できるか検討してみる（コア付、コアなし）。 
 ・調査として、既存品であるかどうか、または新規での提案書として提出してもらう。 

 
 

勤務時間内の最小流量 

勤務時間 

図－２ 昼間の最小流量の時間帯 

図－３ NMR の設置 
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４ 設置に至るまでの経緯 
PJ 開始当初の設置場所（案）は、NMR 装置購入当時に選定していた峰公舎の給水装置と港南中

央の 2 か所を候補地として事前採水を行ってきた。特に峰公舎については、公舎の入居戸数が少な

く流量不足のため、使用水量を想定した定時的な排水が必要となるため、公舎１室を借用して排水

を行いながら事前採水を重ねてきた。 
部の方針から、強制排水を行わなくても可能な実用性があり、老朽管で現在運用されていて、あ

る程度給水量が多い（日量 4.4 ㎥以上）配水支管 2 か所に設置した方が望ましいとし、新たな設置

場所候補を求めて PJ が再スタートした。 
  場所選定にあたっては、洋光台水道事務所にとどまらず他の水道事務所へ候補地依頼も行い、三

ツ境水道事務所、鶴見水道事務所、中村水道事務所から数か所の候補地をいただいた。それら現地

及び水質確認調査を行ったが、採水における好条件の場所は見つからなかった。特に採水するため

の交通移動と設置工事などを考慮すると、PJ メンバーの主体が洋光台水道事務所となっていること

などから洋光台事務所管内の 2 ケ所へ設置する部内方針とした。 
  洋光台水道事務所内で先に述べた候補地の条件から、再度 7 か所を選定した上で現地調査など条

件比較を行い 2 か所を決定した。 
表－２ NMR 設置場所選定における評価 

 

図‐4 NMR 装置の候補選定場所 
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（１） 配水支管NO.1：金沢区寺前二丁目（８－１９：８－６） 

金沢区寺前については、給水戸数も多く通常流量も満たしている。加えて管路延長が長いため

継手部に発生している錆と接触する箇所数が多いため効果的である。しかしながら、水量が多く

流れているため上流側と下流側の残塩調査の差分が少ない分、検証が厳しい。 
寺前については、残塩調査に加え鉄分量の減少状況を調査したい。特に、管路更新の撤去時に

上流側と下流側との管を比較して黒錆と赤さびの比率を確認していきたい。 
 

表－３ 金沢区寺前の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表－4 金沢区寺前の採水結果表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

採水時間 残留塩素濃度 水温 水質課依頼 検査日 鉄分量

消火栓 金沢区①消火栓 14:50 0.64㎎/l 10℃ 2月21日 0.04

供用水栓 金沢区②供用 14:35 0.64㎎/l 10℃ 2月21日 0.01mg/L未満

消火栓 寺前①消火栓 14:10 0.64㎎/l 10℃ 2月21日 0.04

水栓 寺前①共用水栓 14:20 0.48㎎/l 9℃ 2月21日 0.05

消火栓 寺前消火栓 14:05 0.60㎎/l 11℃ 2月27日 0.08

水栓 寺前水栓 14:10 0.58㎎/l 11℃ 2月27日 0.05

消火栓 寺前消火栓 14:25 0.62㎎/l 10℃ 2月27日 0.01mg/L未満

水栓 供用水栓 14:20 0.60㎎/l 11℃ 2月27日 0.01mg/L未満

消火栓 寺前消火栓 14:30 0.64㎎/l 10℃ 3月7日 0.01mg/L未満

水栓 供用水栓 14:20 0.54㎎/l 9℃ 3月7日 0.06

消火栓 寺前消火栓 14:20 0.68㎎/l 11℃ 3月7日 0.01mg/L未満

水栓 供用水栓 14:10 0.54㎎/l 9℃ 3月7日 0.01mg/L未満

消火栓 ①寺前消火栓 3:45 0.66㎎/l 11℃ 3月9日 0.01mg/L未満

水栓 ②供用水栓 3:30 0.52㎎/l ８℃ 3月9日 0.03

消火栓 ①寺前消火栓 3:30 0.66㎎/l 10℃ 3月9日 0.01mg/L未満

水栓 ②供用水栓 3:20 0.56㎎/l 8℃ 3月9日 0.03

2月28日(火) 0.1 3月2日
0.002

0.060

２月23日(木) 0.02 2月24日
0.003

0.007

2月21日(火) 0.02 2月24日
0.076

0.053

２月14日(火) 0 2月17日
0.039

0.006

２月16日(木) 0.16 2月17日
0.038

0.054

②金沢区寺前二丁目（８－１９：８－６）　採水・測定及び検査結果記録票

採水・測定日 採水場所 採水ビンＮo．
現地採水・測定（洋光台水道事務所） 水質検査結果（水質課）

摘　　要
差分

3月2日(木) 0.14 3月2日
0.002

0.005

3月3日(金) 0.14 3月8日
0.003

0.028

3月8日(水) 0.1 3月8日
0.002

0.029

図－5 金沢区寺前の上下流残塩差分 図－６ 金沢区寺前の設置場所 
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（２）配水支管NO.2：港南区港南中央通（７－１５：２－３） 

  港南中央通については、給水量は多くないが条件（4.4 ㎥/日以上）は満たしている。また、採水

場所が公園内の水栓で研修などにも利用可能と考える。長期間にわたっての採水には、職員の負担を

考えると適しており、鉄分量もそれなりに出ている。 
表－５ 金沢区寺前の概要 

 
 
 

 

 
表－６ 金沢区寺前の採水結果表 

 

 

採水時間 残留塩素濃度 水温 水質課依頼 検査日 鉄分量

消火栓 2:05 0.52㎎/l 22℃

公園水栓 2:00 0.48㎎/l 23℃

消火栓 4:25 0.56㎎/l 23℃

公園水栓 4:20 0.48㎎/l 23℃

消火栓 3:00 0.50㎎/l 24℃

公園水栓 3:05 0.46㎎/l 25℃

消火栓 4:35 0.54㎎/l ℃

公園水栓 4:30 0.46㎎/l ℃

消火栓 3:40 0.52㎎/l ℃

公園水栓 3:45 0.46㎎/l ℃

消火栓 ①-ア、イ 13:45 0.46㎎/l 25℃ 8月15日 0.01mg/L未満

公園水栓 ①-ウ、エ 13:40 0.38㎎/l 29℃ 8月15日 0.01mg/L未満

消火栓 ①港南－ア 14:20 0.64㎎/l 25℃ 8月25日 0.02mg/L

公園水栓 ①港南－イ 14:15 0.50㎎/l 27℃ 8月25日 0.01mg/L未満

消火栓 港南①－ア 14:15 0.58㎎/l 25℃ 9月6日 0.01mg/L未満

公園水栓 港南①－イ 14:20 0.44㎎/l 26℃ 9月6日 0.03

消火栓 港南区①消火栓 14:00 0.64㎎/l 10℃ 2月21日 0.02

公園水栓 港南区②公園 14:05 0.56㎎/l 10℃ 2月21日 0.02

消火栓 港南中央①消火栓 14:50 0.66㎎/l 10℃ 2月21日 0.01mg/L未満

水栓 港南中央②公園 14:55 0.60㎎/l 10℃ 2月21日 0.01mg/L未満

消火栓 港南中央消火栓 14:40 0.48㎎/l 10℃ 2月27日 0.03

水栓 港南中央公園 14:35 0.38㎎/l 11℃ 2月27日 0.04

消火栓 港南中央消火栓 15:03 0.66㎎/l 11℃ 2月27日 0.01mg/L未満

水栓 公園水栓 14:25 0.60㎎/l 13℃ 2月27日 0.01mg/L未満

消火栓 港南中央消火栓 15:15 0.68㎎/l 11℃ 3月7日 0.01mg/L未満

水栓 公園水栓 15:10 0.64㎎/l 10℃ 3月7日 0.02

消火栓 港南中央消火栓 15:00 0.66㎎/l 10℃ 3月7日 0.01mg/L未満

水栓 公園水栓 14:55 0.60㎎/l 10℃ 3月7日 0.03

消火栓 ③港南中央消火栓 4:15 0.64㎎/l 10℃ 3月9日 0.01mg/L未満

水栓 ④公園水栓 4:05 0.58㎎/l 10℃ 3月9日 0.07

③港南中央消火栓 4:10 0.62㎎/l 10℃ 3月9日 0.01mg/L未満

④公園水栓 4:00 0.52㎎/l 10℃ 3月9日 0.07

0.0089

2月21日(火) 0.1 2月24日
0.029

0.040

2月23日(木) 0.06 2月24日
0.005

0.007

①港南中央（7-15：2-3）　採水・測定及び検査結果記録票

採水・測定日 採水場所 採水ビンＮo．
現地採水・測定（洋光台水道事務所） 水質検査結果（水質課）

摘　　要
残塩差分

7月5日(火) 0.08

6月30日(木) 0.04
事前調査

７月14日(木) 0.04

７月28日(木) 0.08

８月9日(火) 0.06 8月9日

８月９日(火) 0.06

2月28日(火) 0.04 3月2日
0.003

0.018

8月24日(水) 0.14 8月24日

8月31日(水) 0.14 8月31日
0.007

0.029

２月14日(火) 0.08 2月17日
0.016

0.018

2月16日(木) 0.06 2月17日
0.0097

3月2日(木) 0.06 3月2日
0.002

0.034

3月3日(金) 0.06 3月8日
0.002

0.065

3月8日(水) 0.1 3月8日
0.002

0.066

図－７ 港南区港南中央通の設置場所 図－８ 金沢区寺前の上下流残塩差分 
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５ 今後のNMR検証（課題） 

今回設置した NMR 装置が口径 50 ㎜と小口径のため、カメラなどによる管内の錆状態が確認で

きなく場所選定に苦慮した。何とか目標である年度内設置はできたが、H29 年度に渡っての採水と

検証となるため、今後中心となる事務局体制が必要となる。 
洋光台水道事務所で採水は可能だが、余力がなく検証を行うことができないため、来年度以降の

体制を給水サービス部内で調整することとしたい。 
 

６ まとめ 

  平成 28 年度内で NMR 装置検証 PJ の検証を終えたかったが、検証条件としては満たした場所へ

設置可能となり、今後の検証に期待したい。 
NMR 装置の機能が 40 年間と長年にわたって機能が持続するため、今回の検証結果終了後には他

事務所も交えた次の場所への設置も一考察となろう。 
今回の NMR 装置検証 PJ を進めるに当たり、水質課及び資産活用課の多大な協力をいただき、

設置可能となりましたことに感謝する。 
 


